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小
作
地
に
対
す
る
宅
地
並
み
課
税
に
よ
り
固
定
資
産
税
等
の
額
が
増
加
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
小
作
料
の
増
額
請
求
を
す
る
こ

と
の
可
否

平
成
一
三
年
三
月
二
八
日
最
高
裁
大
法
廷
判
決
（
庄
訳
豆
記
空
年
仁
号
、
）
民
集
五
五
巻
二
号
六
―
一
頁
、
判
例
時
報
一
七
四
五
号
五
四
頁

【
事
実
】
一

x（
原
告
・
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
土
地
日
お
よ
び
土
地
は
を
所
有
し
て
い
る
(
i
豆
郊
『
と
』

3
。
Yl
（
被
告
・
被
控
訴
人
・

上
告
人
）
は
土
地
日
を
、

Y
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
土
地
は
を
そ
れ
ぞ
れ
X
か
ら
賃
借
し
、
耕
作
し
て
い
る
。
土
地
日
の
小
作
料

は
、
昭
和
五
六
年
か
ら
六
三
年
ま
で
は
年
額
二
万
一
、
七
九
四
円
、
平
成
元
年
以
降
は
年
額
二
万
三
―
二
円
で
あ
る
。
土
地
は
の
小
作
料

は
、
昭
和
五
六
年
か
ら
六
三
年
ま
で
は
年
額
一
万
六
、
五
ニ
ニ
円
、
平
成
元
年
以
降
は
年
額
一
万
五
、
四

0
0円
で
あ
る
。

本
件
各
土
地
は
都
市
計
画
法
上
の
市
街
化
区
域
内
の
農
地
で
あ
る
が
、
そ
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
宅
地
並
み
課
税
が
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
三
年
の
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
四
年
度
以
降
、
生
産
緑
地
法
に
定
め
る
生
産
緑
地
地
区

に
指
定
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
宅
地
並
み
課
税
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

X
は
本
件
各
土
地
が
生
産
緑
地
地
区
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
指
定
に
必
要
な
Y
ら
の
賃
借
人
と
し
て
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
本
件
各
土
地
は
生
産
緑
地
地
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区
に
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
土
地
日
に
対
す
る
固
定
資
産
税
等
（
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
）
の
額
は
平
成
四
年
度
お
よ
び
五
年
度
は
一
―
万
九
、

九
円
、
六
年
度
は
―
二
万
五
、

0
七
四
円
に
、
土
地
は
に
対
す
る
固
定
資
産
税
等
の
額
は
平
成
四
年
度
お
よ
び
五
年
度
は
一

0
万
二
四
〇

円
、
六
年
度
は
―
二
万
五
、
二
四
一
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
こ
う
し
て
、
固
定
資
産
税
等
の
額
が
小
作
料
を
大
き
く
上
回
る
、
い
わ

ゆ
る
逆
ざ
や
現
象
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
四
年
―
二
月
、

X
は
Y
l
.
Yに
対
し
、
農
地
法
（
這
豆
花
）
旧
二
三
条
一
項
（
現
在
の
ニ
―
条
一
項
）
に
基
づ
い
て
、
固
定
資
産
税
等
の

額
が
増
加
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
土
地
日
の
平
成
五
年
分
の
小
作
料
を
年
額
―
一
万
九
、
一
―
九
円
に
、
土
地
は
の
同
年
分
の
小
作
料
を

年
額
一

0
万
二
四

0
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
五
年
―
二
月
に
は
、
本
件
各
土
地
の
平
成
六

年
分
の
小
作
料
を
そ
れ
ぞ
れ
年
額
一
五
万
円
に
増
額
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
。

本
件
は
、

X
が
こ
れ
ら
の
増
額
し
た
賃
料
の
確
認
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
第
一
審
（
呼
請
謬
瞑
七
）
は
、
旧
借
地
法
―
二
条
や
借
地
借
家
法
―
一
条
と
異
な
り
公
租
公
課
の
増
減
を
小
作
料
の
増
減
に
つ
い
て

の
直
接
の
掛
酌
理
由
と
し
て
い
な
い
農
地
法
二
三
条
一
項
の
文
言
、
お
よ
び
、
小
作
料
に
つ
い
て
農
地
の
通
常
の
収
益
を
甚
準
と
し
て
定

め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
農
地
法
の
趣
旨
を
主
た
る
理
由
と
し
て
、

X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

原
審
（
談
盟
芸
咤
）
は
、
農
地
法
二
三
条
一
項
の
「
そ
の
他
の
経
済
事
情
の
変
動
」
の
中
に
小
作
地
の
公
租
公
課
の
変
動
が
含
ま
れ
う

る
と
し
た
上
で
、
本
件
の
事
実
関
係
の
下
で
は
、
「
本
件
各
土
地
の
小
作
料
の
額
は
、
控
訴
人
の
各
増
額
請
求
時
に
お
い
て
、
農
地
法
二

三
条
一
項
に
い
う
『
そ
の
他
の
経
済
事
情
の
変
動
に
よ
り
』
不
相
当
に
低
額
に
な
っ
た
場
合
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と

判
示
し
、
固
定
資
産
税
等
の
額
の
限
度
で

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。

Y
l
.
Yは
、
農
地
法
二
三
条
一
項
へ
の
違
反
、
生
産
緑
地
法
三
条
二

項
の
解
釈
適
用
の
誤
り
等
を
理
由
に
上
告
し
た
。

【
判
旨
】
破
棄
自
判

行
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>

農
地
法
の
規
定
を
検
討
し
、
農
地
の
宅
地
並
み
課
税
の
趣
旨
、
賃
貸
借
契
約
の
有
償
契
約
性
、
農
地
所
有
者
・
小
作
人
の
税
負
担
解
消

方
法
の
有
無
に
言
及
し
た
の
ち
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
小
作
地
に
対
し
て
宅
地
並
み
課
税
が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税

等
の
額
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
法
二
三
条
一
項
に
規
定
す
る
『
経
済
事
情
の
変
動
』
に
は
該
当
せ
ず
、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
小
作
料
の
増

額
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
農
地
所
有
者
が
宅
地
並
み
課
税
に
よ
る
固
定
資
産

税
等
の
額
の
増
加
を
理
由
と
し
て
小
作
料
の
増
額
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
小
作
料
の
増
額
を
認
め
た
原
審
の
判
断
を
正
当
な
も
の

と
し
て
是
認
し
た
最
高
裁
昭
和
五
八
年
（
オ
）
第
一
三

0
三
号
同
五
九
年
三
月
八
日
第
一
小
法
廷
判
決
は
、
変
更
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
。

さ
ら
に
、
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
を
受
け
う
る
た
め
の
同
意
（
琴
翌
荘
法
）
を
賃
借
人
ら
が
「
し
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
信
義
、
公
平
に

反
す
る
と
し
て
、
こ
れ
を
理
由
に
小
作
料
の
増
額
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
。
な
お
、
こ
の
多
数
意
見
に
対
し

て
は
、
二
つ
の
補
足
意
見
と
二
つ
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。

【
評
釈
】
一
本
判
決
の
意
義

本
判
決
は
、
小
作
地
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
宅
地
並
み
課
税
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
の
額
が
増
加
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
は
小
作
料
の

増
額
請
求
（
虹
翌
一
芸
雙
紐
詞
弐
ふ
丑
虹
認
頃
E
)
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
下
級
審
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
見
解
が
分

か
れ
て
い
た
問
題
に
決
焙
を
つ
け
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
の
小
法
廷
判
決
（
た
だ
し
未
公
刊
）
を
変
更
し
た
と
い
う
点
で
、
そ
の
意
義
は
大

き
い
。
ま
た
、
民
事
事
件
と
は
い
え
、
判
断
の
背
後
で
は
農
業
政
策
、
土
地
政
策
、
租
税
の
相
互
関
係
に
一
定
の
注
意
が
払
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
点
も
興
味
深
い
。

そ
こ
で
本
評
釈
で
は
、
最
初
に
、
従
来
の
下
級
審
判
決
と
の
関
係
を
一
旦
図
式
的
に
整
理
す
る
。
次
に
、
農
地
法
の
し
く
み
と
い
わ
ゆ

る
宅
地
並
み
課
税
の
し
く
み
を
本
判
決
の
理
解
に
必
要
な
限
り
で
ご
く
簡
単
に
紹
介
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
判
決
の
法
廷
意
見
、
補
足
意

見
、
反
対
意
見
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
残
さ
れ
た
問
題
に
触
れ
る
。

本
判
決
の
位
置
づ
け
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農
地
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
宅
地
並
み
課
税
が
昭
和
四
六
年
度
の
地
方
税
法
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
農
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
額
が
小
作
料
の
額
を
超
え
る
、
い
わ
ゆ
る
逆
ざ
や
現
象
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
つ
の
系
列
の
裁
判
例
が

存
在
し
た
。

第
一
は
、
小
作
料
が
統
制
さ
れ
て
い
る
制
度
の
下
で
、
固
定
資
産
の
評
価
の
違
法
性
が
主
張
さ
れ
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
名

古
屋
高
判
昭
和
五
三
年
四
月
六
日
（
呻
四
呻
門
話
噂
）
は
、
固
定
資
産
の
評
価
に
関
し
て
、
固
定
資
産
税
等
の
額
が
小
作
料
を
超
え
た
と
し
て

も
、
そ
の
決
定
は
違
法
で
な
い
と
判
断
し
た
原
審
（
匹
揺
”
譲
蛇
芝
竺
一
籾
踪
）
を
維
持
し
た
。

第
二
は
、
い
わ
ゆ
る
宅
地
並
み
課
税
の
導
入
後
も
小
作
料
の
最
高
額
の
統
制
を
維
持
し
た
制
度
の
違
憲
性
が
主
張
さ
れ
た
事
案
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。
最
判
昭
和
五
五
年
一
月
二
二
日
（
五
専
鯰
唸
）
は
、
小
作
料
の
最
高
額
の
統
制
を
定
め
た
、
農
地
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
四
琵
祖
嗜
）
附
則
八
項
が
憲
法
二
九
条
に
違
反
し
な
い
と
判
ホ
し
た
。

以
上
の
二
系
列
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
判
決
理
由
中
で
固
定
資
産
税
の
法
的
性
格
へ
の
明
示
の
（
認
紐
霞
呻
‘
)
あ
る
い
は
黙
示
の
（
呻
碩
濃

醤
匹
芦
呼
釦
正
直
廷
炉
闘
し
讀
隷
滋
心

m
匝頃認
m訣
ぼ
恐
焚
玉
討
恒
）
言
及
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
固
定
資
産
税
が
財
産
税
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
実
際
の
収
益
で
あ
る
小
作
料
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
裁
判
例
の
立
場
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。
固
定
資
産
税
は
土
地
の
客
観
的
価
値
に
惜
目
し
て
課
税
標
準
を
定
め
、

農
地
法
は
農
業
政
策
と
し
て
小
作
料
を
統
制
し
て
い
る
。
両
者
は
次
元
を
異
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
正
当
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
小
作
料
の
最
高
額
の
統
制
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
前
述
の
よ
う
な
経
過
規
定
は
昭
和
五
五
年
九
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
、
法
二
三
条
に
基
づ
い
て
農
地
賃
貸
借
の
当
事
者
に
よ
る
小
作
料
の
増
減
請
求
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
、

い
わ
ゆ
る
宅
地
並
み
課
税
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
額
を
小
作
料
に
転
嫁
で
き
る
か
否
か
、
と
い
う
論
点
が
現
れ
た
。
こ
の
点
を
め
ぐ
っ

て
争
わ
れ
た
事
案
に
関
す
る
の
が
第
三
の
系
列
の
諸
裁
判
例
で
あ
り
、
本
判
決
も
こ
れ
に
属
す
る
。

東
京
高
判
昭
和
六

0
年
五
月
三

0
日
（
四
之
一
咤
ュ
）
は
、
固
定
資
産
税
の
増
額
に
よ
る
小
作
料
の
増
額
請
求
を
否
定
し
た
。
そ
の
理
由

>
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圭
ヤ
ー
写
0
四
0

は
、
法
二
三
条
一
項
に
い
う
「
経
済
事
情
の
変
動
」
に
（
借
地
法
の
反
対
解
釈
、
農
地
法
の
他
の
規
定
か
ら
し
て
）
逆
ざ
や
現
象
は
含
ま
れ
な
い

こ
と
に
あ
る
。
ま
た
法
二
0
条
•
四
条
一
項
五
号
に
基
づ
く
転
用
に
よ
っ
て
逆
ざ
や
現
象
は
解
消
し
う
る
と
い
う
。
こ
の
裁
判
例
の
立
場

は
消
極
説
と
呼
ば
れ
て
い
る

(
f澁
町
溢
心
立
瓦
退
嘩

g吋）。

同
様
に
消
極
説
に
立
つ
の
が
大
阪
高
判
昭
和
六
一
年
九
月
二
四
日
（
臼
伍
竺
正
）
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
づ
け
は
多
少
異
な
る
。
農
地
法
に

つ
い
て
は
同
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
地
方
税
法
附
則
二
九
条
の
四
（
徴
収
猶
予
）
、
同
二
九
条
の
五
（
納
税
義
務
の
免
除
）
並
び
に
固
定

資
産
税
の
法
的
性
格
へ
の
言
及
が
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
逆
ざ
や
が
生
じ
た
場
合
に
一
定
の
要
件
の
下
で
固
定
資
産
税

等
の
徴
収
猶
予
な
い
し
税
額
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
他
方
で
、
固
定
資
産
税
は
財
産
課
税
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

こ
の
他
に
、
大
阪
高
判
昭
和
六
二
年
六
月
二
六
日
（
臨
郎
）
、
大
阪
高
判
平
成
九
年
三
月
―
二
日
（
稔
紐
9

も
、
消
極
説
を
と
る
（
虹
呻
噸
這
町

琵
廷
）
。
ま
た
、
本
判
決
の
第
一
審
判
決
（
鱈
芯
紐
呼
昇
翌
皿
ば
）
も
消
極
説
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
の
増
額
に
よ
る
小
作
料
の
増
額
請
求
を
認
め
る
、
積
極
説
に
立
つ
裁
判
例
が
あ
っ
た
。
昭
和
六
一
年
大

阪
高
判
の
原
審
で
あ
る
奈
良
地
判
昭
和
五
九
年
九
月
二
六
日
（
認
g
左
知
）
は
、
「
小
作
料
は
他
人
の
農
地
を
使
用
す
る
こ
と
の
対
価
で
あ

り
、
そ
の
間
、
所
有
者
は
当
該
農
地
を
使
用
収
益
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
所
有
者
は
経
済

採
算
を
無
視
し
、
当
該
農
地
に
つ
い
て
負
担
す
る
税
額
以
下
の
小
作
料
を
甘
受
す
べ
き
理
由
は
な
い
」
と
し
て
、
増
額
さ
れ
た
小
作
料
の

確
認
を
求
め
る
農
地
所
有
者
の
請
求
を
認
容
し
た
。
理
由
づ
け
は
ご
く
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
大
阪
高
判
昭
和
五
八

年
八
月
一

0
日
（
認
郎
）
お
よ
び
そ
の
上
告
審
で
あ
る
最
一
小
判
昭
和
五
九
年
三
月
八
日
（
珈
輝
淳
5

匹
門
紅
”
嗜
）
が
積
極
説
を
と
っ
て
い
る

（
臼
製
）
。

本
判
決
の
原
審
で
あ
る
大
阪
高
判
平
成
七
年
九
月
二
二
日
(g
芸
一
=
戸
)
も
、
積
極
説
に
立
つ
（
琴
廷
ぶ
這
注
帽
．
応
叱
判
の
評
判
は
決
↓
や
丘
限
折
定
衷
的
」
な
極
％
息

蒜
這
）
。
す
な
わ
ち
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
法
二
三
条
一
項
の
「
そ
の
他
の
経
済
事
情
の
変
動
」
に
小
作
地
の
公
租
公
課
の
増
減
が
含
ま

れ
う
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
事
案
に
よ
っ
て
は
」
と
い
う
限
定
が
存
在
す
る
。
「
逆
ざ
や
現
象
を
小
作
料
の
増
額
請
求
に
よ
っ

（第
78
巻
第
十
琥
）

一
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て
解
消
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と
は
、
控
訴
人
と
被
控
訴
人
ら
間
の
小
作
契
約
関
係
上
、
控
訴
人
に
不
当
に
不
利
益
を
強

い
る
こ
と
と
な
り
、
著
し
く
信
義
、
公
平
の
原
則
に
反
し
、
妥
当
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
本
件
で
は
増
額
請
求
を
認
め

た
も
の
の
、
一
般
化
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
多
数
意
見
が
消
極
説
に
立
つ
ほ
か
、
福
田
裁
判
官
ら
の
反
対
意
見
が
積
極
説
に
立
っ
て
い
る
。
亀
山
裁
判
官
ら
の
反
対
意

見
は
消
極
説
に
立
ち
つ
つ
も
、
本
件
に
お
い
て
は
「
法
に
お
け
る
信
義
、
公
平
の
原
則
の
上
か
ら
、
例
外
的
に
」
増
額
請
求
が
許
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。
な
お
、
同
日
付
で
最
大
判
平
成
一
三
年
三
月
二
八
日
（
立
て
鰈
記
茫
全
―
-
)
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
作
人
か
ら
の
農
地

地
代
確
定
請
求
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
判
決
と
同
じ
論
点
が
争
わ
れ
た
。
こ
ち
ら
で
は
、
亀
山
裁
判
官
ら
三
人
は
多
数
意
見
に
ま

わ
り
、
福
田
裁
判
官
ら
三
人
の
反
対
意
見
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

三

制

度

の

概

要

日
農
地
法
の
小
作
人
保
護

明
治
二
九
年
の
現
行
民
法
は
、
い
わ
ゆ
る
小
作
関
係
を
民
法
上
の
賃
貸
借
と
し
て
規
律
す
る
こ
と
と
し
た
（
丑
訟
荘
●
筍
い
が
知
吐

s．
庄
四
訳

預
い
琴
9
。
こ
れ
を
主
た
る
理
由
と
し
て
、
地
主
は
小
作
人
に
対
し
て
経
済
的
に
圧
倒
的
に
優
位
に
立
つ
よ
う
に
な
り
、
小
作
争
議
が
多

発
し
た
（
鰐
豆
釦
覧
H
―加五仁
-
I
C
涅
）
。
こ
の
た
め
、
農
商
務
省
で
は
小
作
制
度
の
改
善
に
の
り
だ
し
、
そ
れ
は
ま
ず
大
正
一
三
年
の
小
作
調

停
法
と
し
て
結
実
し
た
。
し
か
し
、
耕
作
権
の
強
化
は
実
現
せ
ず
、
自
作
農
創
設
政
策
も
不
充
分
に
し
か
機
能
し
な
か
っ
た
。
戦
時
体
制

下
の
昭
和
一
三
年
に
は
、
農
地
調
整
法
が
成
立
し
た
が
、
こ
れ
も
耕
作
権
を
強
化
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
昭
和
一
四
年
の
小

作
料
統
制
令
は
、
価
格
統
制
の
一
環
と
し
て
小
作
料
の
統
制
を
開
始
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
年
九
月
時
点
の
水
準
に
小
作
料
を
凍
結
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
行
政
に
よ
る
小
作
契
約
へ
の
介
入
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
に
値
す
る
。

敗
戦
後
、
早
く
も
昭
和
二

0
年
一

0
月
に
は
、
農
政
当
局
が
農
地
改
革
を
企
図
し
、
立
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
農
地
調
整
法
を
改
正
す

る
法
律
と
し
て
同
年
―
二
月
に
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
第
一
次
農
地
改
革
立
法
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
占
領
軍
の
考
え
で
は
、
こ
れ
で

一
三
五
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は
不
充
分
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
翌
年
、
農
地
調
整
法
は
再
び
改
正
さ
れ
、
ま
た
、
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
（
自
創
法
）
が
公
布
、
施
行

さ
れ
た
。
こ
れ
が
第
二
次
農
地
改
革
立
法
で
あ
る
。
地
主
小
作
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
農
地
所
有
者
で
は
な
く
専
ら
耕
作
者
の
地
位
の

安
定
が
法
の
目
的
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
（
↓
臼
●

m呻
配
臼
｀
主
迂
讀
茫
罫
ヰ
炉
疇
纏
＾
a江
口
）
、
必
ず
耕
作
者
で
あ

る
は
ず
の
小
作
農
の
権
利
は
強
化
さ
れ
た
。
第
一
次
改
革
で
は
小
作
料
の
金
納
化
が
定
め
ら
れ
、
第
二
次
改
革
で
は
農
地
賃
貸
借
の
終
了

事
由
が
い
っ
そ
う
制
約
さ
れ
、
ま
た
小
作
契
約
の
書
面
化
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
小
作
料
の
最
高
額
が
定
め
ら
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
自
創
法
に
よ
っ
て
小
作
地
自
体
が
激
減
し
た
。
昭
和
二
七
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
農
地
法
は
、
講
和
条
約
後
も
農
地
改
革
の
成
果

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
（
麟
亡
~
這
”
祖
虻
年
紅
鰐
‘
一
証
退
紐

A
o
玉
f
)。こ
の
た
め
、
地
主
小
作
関
係
に
つ
い
て
も
農
地
調
整
法

の
し
く
み
は
維
持
さ
れ
た
。

大
き
な
転
機
は
昭
和
四
五
年
の
農
地
法
改
正
で
あ
っ
た
。
借
地
に
よ
る
農
地
の
流
動
化
と
農
地
利
用
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
法
改
正

（
廃
止
の
背
景
に
つ
い
て
は
和
田
・
前
掲
書
一
九
0
頁
参
照
。
改
正
前
の
「
や
み
の
形
の
賃
貸
借
」
の
存
在
に
つ
き

の
二
環
と
し
て
、
小
作
料
の
統
制
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
石
井
啓
雄
「
開
発
・
高
地
価
圧
力
の
も
と
で
の
農
地
問
題
」
日
本
土
地
法
学
会
・
土
地
の
所
有
と
利
用
一
0
五頁

（
一
九
七
七
）
参
照
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
土
地
利
用
を
検
討
し
、
土
地
法
の
一
環
と
し
て
の
農
地
法
の
あ
り
）
。
こ
れ
に
対
～
応
し
て
、
経
吝
5

事
情
の
赤
冬
化
に
位
ぃ
う
両
当
事
者
に
よ

方
を
考
察
す
る
高
橋
寿
一
・
農
地
転
用
論
（
二
0
0
一
）
は
、
農
地
法
全
般
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
有
益

る
増
額
ま
た
は
減
額
の
請
求
が
で
き
る
こ
と
を
新
た
に
定
め
た
の
が
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
法
二
三
条
一
項
で
あ
っ
た
（
琴
蒻
●
屁
翫
Y

九
四
頁
。
な
お
、
「
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
性
質
は
、
「
同
趣
旨
」
（
和
)
0

田
・
前
掲
書
一
九
五
頁
）
と
さ
れ
る
旧
借
地
法
―
二
条
一
項
等
と
同
様
、
形
成
権
と
解
す
べ
き
で
あ
る

は
財
産
税
と
し
て
の
固
定
資
産
税

固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
を
課
税
物
件
と
し
て
課
さ
れ
る
地
方
税
（
市
町
村
税
）
で
あ
る
（
口
四
宝
戸
屈
正
咽
襲
i

芦
唸
戸
翌
3

↓
二
竺
廷
．
）
。
固

定
資
産
税
の
歴
史
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
を
受
け
て
成
立
し
た
昭
和
二
五
年
の
地
方
税
法
の
全
面
的
改
正
に
始
ま
る
。
そ
れ
ま
で
存
在
し
た

地
租
・
家
屋
税
は
、
土
地
台
帳
ま
た
は
家
屋
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
賃
貸
価
格
を
課
税
標
準
と
し
て
お
り
、
収
益
税
の
性
質
を
持
っ
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
は
固
定
資
産
の
価
格
を
課
税
標
準
と
す
る
財
産
税
の
性
質
を
有
す
る
（
虹
席
咋
心
此
窃
直
立
悶
認
註
卦
知

「
固
定
資
産
税
の
性
質
と
問
題
点
」
税
研
五
0
号
三
頁
（
一
九
九
三
）
、
Y

゜

同
「
固
定
費
産
税
制
度
の
改
革
」
成
田
古
稀
三
四
三
頁
（
一
九
九
八
）

（第
78
巻
第
十
琥
）
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こ
れ
に
対
し
て
は
農
業
団
体

土
地
の
「
価
格
」
は
長
い
間
、
実
際
の
取
引
価
格
と
比
べ
て
著
し
く
低
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
価
格
と
は
「
適
正
な
時

価
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
（
吃
謡
碑
庭
）
、
実
際
の
取
引
価
格
こ
そ
が
課
税
標
準
と
さ
れ
る
べ
き
（
碧

m
a這
”
紐
田
）
な
の

に
、
実
際
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
翌
か
丑
門
琴
｛
遵
琴
嗜
繹
匹
悶
四
茫
知
碑
●
匹
史
豆
硲
款
七
頁
、
）
。

そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
農
地
は
特
に
低
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
宅
地
と
農
地
と
で
税
負
担
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
妥

当
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
実
際
に
は
、
農
地
の
時
価
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
農
地
の
「
収
益
力
」
が
極
め
て
重
視
さ
れ
て
き
た
（
●
庄
諒

譴
竪
翠
苓
茎
）
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
九
年
よ
り
、
五
一
年
の
改
正
ま
で
、
地
方
税
法
附
則
に
よ
り
、
農
地
に
関
す
る
固
定
資
産
税
の
負

担
は
昭
和
三
八
年
度
の
額
に
据
え
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
農
業
政
策
上
の
配
慮
に
荼
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

碓
井
光
明
「
農
地
課
税
制
度
に
つ
い
て
（
上
）
」
ジ

Y°

る
(
;
ス
ト
七
五
七
号
三
一
頁
（
一
九
八
二
）
参
照

以
上
の
よ
う
な
実
務
を
部
分
的
に
修
正
す
る
の
が
い
わ
ゆ
る
農
地
の
宅
地
並
み
課
税
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
理
解
す
る
前
提
と
し
て
、
ま

ず
都
市
計
画
法
に
お
け
る
農
地
の
扱
い
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

国
都
市
計
画
法
と
農
地

戦
後
、
高
度
成
長
に
伴
っ
て
農
地
の
非
農
業
用
地
へ
の
転
用
が
進
ん
だ
。
無
秩
序
な
開
発
（
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
）
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
四
三
年
の
都
市
計
画
法
の
全
面
改
正
は
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区
域
区
分
を
導
入
し
た
。
市
街
化
区
域
に
お

い
て
は
開
発
を
認
め
る
反
面
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
は
開
発
を
認
め
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
農
地
法
も
改
正

さ
れ
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
に
転
用
す
る
に
際
し
て
、
そ
れ
ま
で
必
要
だ
っ
た
知
事
の
許
可
が
不
要
と
さ
れ
、
市
町
村
の
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
だ
け
で
よ
い
と
さ
れ
た
。
区
域
区
分
（
い
わ
ゆ
る
「
線
引
き
」
）
は
農
地
所
有
者
の
意
向
を
反
映
し
て
行
わ
れ
た
が
、
当
初

建
設
省
で
は
宅
地
並
み
課
税
を
行
わ
な
い
方
針
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
建
設
省
が
想
定
し
た
よ
り
も
多
く
の
農
地
が
市
街
化
区
域
内
に
取

（
元
原
裁
判
官
の
補
足
意
見
一
⑥
の
い
う
「
い
わ
ゆ
る
逆
線
引
き
」
は
こ
の
点
に
か
か
わ
る
。
以
下
、
主
と
し
て
五
く
。

條
敦
11
丸
山
康
人
「
生
産
緑
地
法
の
改
正
と
都
市
計
画
」
都
市
問
題
八
三
巻
九
号
二
七
頁
（
一
九
九
二
）
に
負
う

り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

市
街
化
区
域
内
の
農
地
に
つ
い
て
は
後
述
の
よ
う
に
宅
地
並
み
課
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

一
三
七
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一
三
八

か
ら
の
強
い
反
発
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
農
業
団
体
の
強
い
要
請
に
対
応
し
て
、
昭
和
四
八
年
、
生
産
緑
地
法
が
成
立
し
、
翌
年
公
布
・

施
行
さ
れ
た
。
こ
の
生
産
緑
地
法
に
基
づ
い
て
農
地
が
都
市
計
画
上
の
生
産
緑
地
地
区
に
指
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
農
地
は
宅
地
並
み
課
税

か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
市
町
村
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
農
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
に
よ

り
、
生
産
緑
地
制
度
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
市
町
村
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
減
免
制
度
は
、
昭
和
五
一
年
度
の
地
方
税
法
改
正
で
「
減
免
措
置
制
度
」
と
し
て
、
ま
た
昭
和
五
七

年
度
の
地
方
税
法
改
正
で
「
長
期
営
農
継
続
農
地
制
度
」
と
し
て
、
法
律
レ
ヴ
ェ
ル
で
い
わ
ば
追
認
さ
れ
た
。

結
局
、
農
地
に
つ
い
て
都
市
計
画
と
税
制
と
が
リ
ン
ク
さ
れ
る
の
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
平
成
四
年
の
生
産
緑
地
法
改
正
を
待
た
な
く

て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
生
産
緑
地
法
改
正
に
よ
っ
て
、
宅
地
化
す
る
農
地
と
保
全
す
る
農
地
の
間
に
線
引
き
が
な
さ
れ
、
後
者
に
つ

い
て
は
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
る
か
、
市
街
化
調
整
区
域
へ
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
者
は
、
宅
地
並
み
課
税
に
服
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

圃
い
わ
ゆ
る
宅
地
並
み
課
税
に
つ
い
て

次
に
、
固
定
資
産
税
に
絞
っ
て
、
農
地
に
対
す
る
課
税
の
変
遷
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
前
述
（
口
）
の
よ
う
に
、
農
地
の
評
価
は
他
の
用

途
の
土
地
と
比
べ
て
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
た
が
、
農
地
を
他
の
用
途
に
転
用
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
と
（
暉
史
芸
坪
立
蒻
嘩
屯
匹
涅
）
、

農
地
と
宅
地
の
固
定
資
産
税
の
評
価
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
不
公
平
だ
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
昭
和
四
六
年
度
の
税

制
改
正
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
の
が
市
街
化
区
域
農
地
の
宅
地
並
み
課
税
で
あ
る
（
芸
5
a
I
C
咽
笞
き
な
ば
云
い
遠
逹
誨
』
頭
悲
式
狂
謬
咋
”
直
）
。

宅
地
並
み
課
税
は
、
土
地
政
策
の
手
法
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
地
に
対
す
る
課
税
を
重
く
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
宅
地
の
供
給
と
い
う
政
策
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
確
か
に
、
農
地
に
宅
地
並
み
課
税
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
従
来
と
比
べ
て
宅
地
の
供
給
は
促
進
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
理
解
は
妥
当
で
な
い
。
固
定
資
産
税
は
財
産
税
で
あ

り
、
そ
の
課
税
標
準
は
固
定
資
産
の
価
格
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
し
く
み
か
ら
逸
脱
す
る
農
地
に
対
す
る
軽
課
こ
そ
が
農
業
政
策
の
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手
法
で
あ
っ
た
。
宅
地
並
み
課
税
は
こ
れ
を
市
街
化
区
域
内
の
農
地
に
限
っ
て
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
宅
地
並
み
課

税
は
、
限
定
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
固
定
資
産
税
の
負
担
の
公
平
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
宅
地
並
み
課
税
の
理
念
は
ほ
と
ん
ど
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
四
八
年
度
か
ら
激
変
緩
和
措
置
を
伴
っ
て
実
施
さ

れ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
、
宅
地
並
み
課
税
と
農
地
と
し
て
の
課
税
の
差
額
が
市
町
村
に
よ
っ
て
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
た
。
こ
れ
が

「
減
免
措
置
制
度
」
、
「
長
期
営
農
継
続
農
地
制
度
」
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
追
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
四
年
度
か
ら
宅
地
並
み
課
税
は
生
産
緑
地
制
度
と
リ
ン
ク
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
の
宅
地
並
み
課
税
は
、
少
な
く
と
も
建

前
は
、
土
地
の
区
域
区
分
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
の
評
価
を
違
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
都
市
計
画
・
土
地
政
策
と
固
定
資
産
税
の
課
税
と

を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
り
、
農
業
政
策
は
背
後
に
退
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
成
四
年
度
か
ら
は
、
農
業
政
策
と
固
定
資
産
税
の
評

価
が
直
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

四

判

旨

の

検

討

日
農
地
法
二
三
条
一
項
の
規
定

法
廷
意
見
は
ま
ず
、
農
地
法
二
三
条
一
項
の
文
言
を
旧
借
地
法
―
二
条
一
項
お
よ
び
借
地
借
家
法
―
一
条
一
項
の
文
言
と
比
較
す
る
。

そ
し
て
、
農
地
法
二
三
条
一
項
は
「
小
作
地
に
対
す
る
公
租
公
課
の
増
減
を
〔
小
作
料
の
＂
引
用
者
注
〕
増
減
事
由
と
し
て
定
め
て
い
な
い
」

こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
農
地
法
二
四
条
、
二
四
条
の
二
、
二
四
条
の
三
の
規
定
お
よ
び
、
「
法
が
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
を
そ
の
目

的
の
一
っ
と
し
て
い
る
こ
と
」
か
ら
、
農
地
法
は
「
小
作
料
の
統
制
廃
止
後
に
お
い
て
も
、
耕
作
者
の
地
位
な
い
し
農
業
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
、
当
該
農
地
に
お
い
て
通
常
の
農
業
経
営
が
行
わ
れ
た
場
合
の
収
益
を
基
準
と
し
て
小
作
料
の
額
を
定
め
る
べ
き
も
の
と
解
す

る
の
が
相
当
」
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
宅
地
並
み
課
税
の
導
入
に
伴
っ
て
農
地
法
の
規
定
に
変
更
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

に
、
宅
地
並
み
課
税
の
対
象
と
な
る
農
地
に
つ
い
て
も
右
の
一
般
論
が
あ
て
は
ま
る
と
い
う
（
項

5
)

。

農
地
法
二
三
条
一
項
の
文
言
に
つ
い
て
の
指
摘
は
、
旧
借
地
法
―
二
条
一
項
、
借
地
借
家
法
―
一
条
一
項
の
規
定
が
賃
料
の
増
減
事
由

一
三
九
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ろ
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を
限
定
列
挙
し
て
い
る
と
の
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
は
疑
問
が
あ
る
。
旧
借
地
法
―
―
一
条
一

項
の
規
定
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
事
由
は
例
示
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
巽
荘
一
（
一
這
心
5
噴
心
痒
丘
江
碩
に
応
芦
辺
む
姦
四
合
碩
“
姐
芦
紐
臼
心
5

借
家
法
―
一
条
一
項
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
吉
田
克
己
）
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
農
地
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
と
比
較
し
て
の
反
対
解
釈
を
行
う

•
新
版
注
民
2

五
・
増
補
版
〕
八
六
六
頁
（
一
九
九
五
）
）

の
は
説
得
力
に
欠
け
る
。
福
田
裁
判
官
ら
の
反
対
意
見
（
応
吃
-
)
は
、
二
三
条
一
項
に
公
租
公
課
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
い
の
は
「
税
額
が

小
作
料
を
上
回
る
よ
う
な
事
態
の
発
生
は
予
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
」
だ
と
解
し
て
い
る
。
文
言
の
理
解
と
し
て
は
こ
ち
ら
が
自
然

こ
れ
に
対
し
て
、
元
原
裁
判
官
の
補
足
意
見
一
③
は
、
「
二
三
条
一
項
に
い
う
そ
の
他
の
経
済
事
情
の
変
動
に
は
、
農
地
に
対
す
る
公

租
公
課
の
増
減
は
含
ま
な
い
と
解
釈
さ
れ
、
現
在
ま
で
、
農
業
委
員
会
を
含
む
農
地
の
賃
貸
借
契
約
の
現
場
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
に
運

用
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
公
知
の
事
実
で
あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
補
足
意
見
は
、
こ
う
し
た
運
用
が
な
さ
れ
て
き
た
理
由
に
つ
い
て

は
、
法
廷
意
見
に
お
い
て
示
さ
れ
た
以
外
の
も
の
を
あ
げ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
農
地
法
二
三
条
一
項
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
文
言
、
お
よ
び
耕
作
者
保
護
と
い
う
農
地
法
の
目
的
に
つ
い
て
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
消
極
説
に
立
つ
法
廷
意
見
の
論
理
は
実
は
奇
妙
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
借
地
借
家
法
の
適
用
さ
れ
る
局
面

と
比
べ
て
み
れ
ば
わ
か
る
。
農
地
法
よ
り
借
り
手
の
保
護
が
厚
い
借
地
借
家
法
で
は
、
地
代
・
家
賃
の
増
減
請
求
が
あ
る
程
度
緩
や
か
に

認
め
ら
れ
る
（
少
な
く
と
も
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
税
の
転
嫁
は
認
め
ら
れ
る
）
の
に
応
じ
て
、
賃
借
権
は
い
わ
ば
物
権
化
し
、
そ
れ
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
借
地
権
・
借
家
権
が
か
な
り
の
金
銭
的
価
値
を
持
つ
（
立
退
料
と
い
う
形
で
支
払
わ
れ
る
）
。
つ
ま
り
、
賃
貸
借
が
物
権
化
1
1

資

産
化
す
る
ほ
ど
、
借
り
手
が
不
動
産
の
価
値
の
変
動
の
利
益
な
い
し
損
失
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
（
そ
し
て
、
後
述
の
よ
う
に
、
物
権
化
す
る

匠
ど
、
財
産
税
の
転
嫁
も
肯
定
さ
れ
や
す
い
）
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
法
廷
意
見
は
、
耕
作
者
保
護
の
理
念
を
掲
げ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実

際
に
は
増
額
請
求
を
認
め
ず
、
小
作
地
の
物
権
化
1
1

資
産
化
に
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
農
地
法
だ
け
を
考
え
る
と
小

作
人
に
不
利
な
結
論
を
、
小
作
人
保
護
の
理
念
か
ら
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ー
四
〇



法
廷
意
見
の
結
論
が
小
作
人
に
有
利
で
あ
る
の
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
文
言
、
お

よ
び
農
地
法
の
目
的
か
ら
の
立
論
が
、
と
も
に
そ
れ
自
体
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

は
「
資
産
維
持
の
経
費
」
と
し
て
の
固
定
資
産
税

法
廷
意
見
は
次
に
、
宅
地
並
み
課
税
の
趣
旨
に
言
及
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
最
判
昭
和
五
五
年
一
月
二
二
日
（
五
頭
琴
咳
）
を
引
い
た
上

で
、
「
宅
地
並
み
課
税
の
税
負
担
は
、
値
上
が
り
益
を
享
受
し
て
い
る
農
地
所
有
者
が
資
産
維
持
の
経
費
と
し
て
担
う
べ
き
も
の
と
解
」

す
る
（
五
翡
）
。
こ
の
一
節
は
、
い
固
定
資
産
税
が
財
産
税
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
岡
財
産
税
は
資
産
価
値
を
把
握
す
る
者
す
な
わ
ち
値

上
が
り
益
を
享
受
す
る
者
が
負
担
す
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
、
⑱
地
価
上
昇
に
伴
う
値
上
が
り
益
（
キ
ャ
。
ヒ
ク
ル
・
ゲ
イ
ン
）
を
農
地
所
有
者
が

主
と
し
て
享
受
し
て
い
る
こ
と
、
を
述
べ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
が
ま
さ
に
判
旨
の
核
心
部
分
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ

ら
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
固
定
資
産
税
の
理
解
（
い
）
は
、
正
し
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
餌
[
)
。

次
に
、
財
産
税
は
値
上
が
り
益
を
享
受
す
る
者
が
負
担
す
べ
き
と
い
う
件
（
岡
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
少
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
記
述

で
あ
る
。
こ
こ
で
の
問
題
は
、
あ
く
ま
で
、
当
事
者
が
小
作
料
の
増
（
減
）
額
す
る
形
成
権
（
年
釦

m)
を
（
農
地
法
上
）
有
す
る
か
ど
う
か
で
あ

る
。
当
事
者
間
の
合
意
な
ど
、
そ
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
租
税
を
転
嫁
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
租

税
に
つ
い
て
い
え
る
）
。

と
は
い
え
、
岡
の
命
題
は
塞
本
的
に
は
妥
当
で
あ
る
。
財
産
税
は
、
第
一
次
的
に
は
、
資
産
価
値
の
変
動
の
リ
ス
ク
を
負
う
者
（
そ
し

て
そ
れ
は
通
常
は
所
有
権
者
で
あ
る
）
に
対
し
て
課
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
（
な
お
、
借
地
借
家
関
係
に
お
い
て
、
固
定
資
産
税
の
転
嫁
が
ー
ー

形
成
権
の
形
で
1

許
容
さ
れ
る
こ
と
は
、
賃
借
権
が
物
権
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
当
化
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
借
地
法
に
関
し

て
、
固
定
資
産
税
の
よ
う
に
所
有
に
対
し
て
課
さ
れ
る
租
税
は
借
り
手
に
転
嫁
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
（
土
虹
8
ぷ
芸
孟
翠
仁
五
邑
）
。
し
か

し
、
賃
借
権
が
物
権
化
し
て
い
る
場
合
に
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
。
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な
お
、

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
固
定
資
産
税
を
「
値
上
が
り
益
を
享
受
し
て
い
る
」
者
が
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
そ
れ
が
財
産
税
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
前
述
の
「
公
租
公
課
」
一
般
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
農
地
法
が
賃
借
権
を
物

権
化
1

1

資
産
化
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
な
い
以
上
、
実
際
に
も
物
権
化
が
生
じ
て
い
な
い
（
臼
野
紅
戸
店
ぅ
）
場
合
に
、
財
産
税
の
転
嫁
を

正
面
か
ら
認
め
る
こ
と
は
、
農
地
法
の
趣
旨
に
反
す
る
。
し
か
し
、
「
公
租
公
課
」
で
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
存
在
し
た
地
租
の
よ
う
な
収
益

税
で
あ
れ
ば
、
そ
の
増
減
が
小
作
料
に
転
嫁
さ
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
農
地
法
の
趣
旨
か
ら
し
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
農
地

法
二
三
条
一
項
の
文
言
に
つ
い
て
、
先
の
よ
う
に
「
公
租
公
課
」
一
般
の
転
嫁
を
認
め
な
い
も
の
と
解
釈
す
る
の
は
過
度
な
一
般
化
だ
と

い
え
る
（
例
え
ば
‘
固
定
資
産
税
が
廃
止
さ
れ
て
地
租
が
導
入
さ
れ
、
地
租
の
税
率
が
大
幅
に
低
下
し
た
、
と
い
う
場
合
を
考
え
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
）
。

さ
ら
に
、
農
地
所
有
者
が
「
値
上
が
り
益
を
享
受
し
て
い
る
」
こ
と
（
⑥
)
は
、
自
明
で
は
な
い
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
借
地
借
家
法
が

適
用
さ
れ
る
よ
う
な
場
面
で
は
、
高
額
の
立
退
料
と
い
う
形
で
賃
借
人
が
値
上
が
り
益
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
（
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
賃
借
権
が
物
権
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
）
。
で
は
、
小
作
関
係
に
お
い
て
、
値
上
が
り
益
は
実
際
に
地
主
と
小
作
人
の
ど
ち

ら
に
帰
属
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
離
作
料
が
こ
の
点
に
か
か
わ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
項
で
触
れ
る
。

国

小

作

の

法

律

関

係

続
い
て
法
廷
意
見
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
賃
貸
借
契
約
が
有
償
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
小
作
料
は
農
地
の
使
用
収
益
の

対
価
で
あ
っ
て
、
小
作
農
は
、
農
地
を
農
地
と
し
て
の
み
使
用
し
得
る
に
す
ぎ
ず
、
宅
地
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
宅
地
並
み
の
資
産
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費
を
小
作
料
に
転
嫁
し
得
る
理
由
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
（
四
数
）
。

確
か
に
、
小
作
料
は
農
地
の
使
用
収
益
の
対
価
で
あ
る
が
、
同
様
の
こ
と
は
借
地
借
家
関
係
に
つ
い
て
も
い
え
る
は
ず
で
あ
る
。
ま

た
、
農
地
法
に
お
い
て
小
作
料
の
標
準
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
は
、
小
作
関
係
で
は
民
法
上
の
賃
貸
借
に
お
い
て
よ
り

は
、
賃
借
人
に
強
い
立
場
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
法
廷
意
見
四
①
ア
第
三
段
落
、
千
種
裁
判
官
の
補
足
意
見
一
、
福
田
裁
判
官
ら
の

反
対
意
見
一
第
一
段
落
で
は
、
収
益
が
小
作
料
を
上
回
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
農
地
法
が
存
在
し
て
は
じ
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め
て
成
り
立
つ
に
す
ぎ
な
い
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
（
賃
借
権
が
物
権
化
し
、
財
産
税
の
転
嫁
が
形
成
権
の
形
で
認
め
ら
れ
る
）
~
地
借
家
法
が
適
用
さ
れ

る
場
面
と
異
な
っ
て
、
小
作
関
係
で
は
賃
借
権
の
物
権
化
が
生
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
（
福
田
裁
判
官
ら
の
反
対

意
見
は
「
有
償
契
約
性
と
い
う
観
点
か
ら
当
然
に
課
税
の
転
嫁
を
不
可
と
す
る
答
え
が
導
き
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
が
、
正
当
で
あ
る
）
。

ま
た
、
「
農
地
を
農
地
と
し
て
の
み
使
用
し
得
る
に
す
ぎ
ず
、
宅
地
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
は
、
農
地
法
に
よ
る
規

制
が
存
在
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
直
ち
に
転
嫁
を
否
定
す
る
論
拠
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
宅
地
へ
の
転
用
が
可
能

で
あ
り
、
か
つ
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
小
作
人
の
意
思
に
一
定
程
度
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
地
主
と
小
作
人
の
農
地
を
め
ぐ
る
権
利
義
務
関
係
が
、
実
際
に
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ

こ
で
考
え
る
べ
き
な
の
が
、
い
わ
ゆ
る
離
作
料
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
福
田
裁
判
官
ら
の
反
対
意
見
お
よ
び
元
原
裁

判
官
の
補
足
意
見
を
見
よ
う
。

福
田
裁
判
官
ら
の
反
対
意
見
三
⑱
は
法
廷
意
見
の
四
①
ウ
を
論
駁
す
る
中
で
、
離
作
料
に
言
及
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
市
街
化
区
域

内
の
農
地
に
つ
い
て
、
「
小
作
農
が
土
地
に
つ
い
て
借
地
権
者
に
類
す
る
よ
う
な
強
固
な
権
利
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
あ
た
か
も
小
作
農
が
土
地
の
価
格
の
一
部
を
把
握
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
前
提
の
下
に
離
作
料
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
理
由
は
な
い
」
。
し
か
し
、
反
対
意
見
は
、
実
際
に
は
宅
地
の
立
退
料
に
準
じ
て
宅
地
見
込
み
額
の
一
定
割
合
が
離
作
料
と
し
て
支

払
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
現
行
の
運
用
の
下
で
は
、
市
街
化
区
域
農
地
の
所
有
者
は
、
賃
貸
借
の
解
約

が
で
き
る
と
い
っ
て
も
相
当
高
額
の
離
作
料
の
負
担
を
免
れ
ず
、
結
局
、
そ
の
解
約
権
の
行
使
は
事
実
上
制
約
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
。
つ
ま
り
、
福
田
裁
判
官
ら
の
反
対
意
見
は
、
小
作
の
法
律
関
係
が
実
際
に
は
（
旧
借
地
法
、
借
地
借
家
法
の
適
用

さ
れ
る
）
借
地
の
法
律
関
係
と
近
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
元
原
裁
判
官
の
補
足
意
見
一
固
は
、
「
離
作
料
の
多
寡
は
、
合
意
解
約
を
め
ぐ
る
当
事
者
間
の
個
別
具
体
的
な
事
情

や
打
算
・
思
惑
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
」
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
、
離
作
料
と
、
借
地
関
係
に
お
け
る
立
退
料
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写
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写
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と
は
異
な
っ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

離
作
料
の
授
受
の
実
態
は
、
地
域
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
違
う
と
い
わ
れ
る
（
的
砕
エ
咋
虹
正
琴
』
四
頭
↓
屯
澁
丑
ふ
厄
弐
r

臼
翡
」
）
。
新
し
い
文
献

で
は
「
解
約
等
に
あ
た
り
な
ん
ら
離
作
料
の
授
受
を
し
な
い
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
（
四
翌
誌
i

コ
這
碑
知
遠
迂

OMOim-
〔毛")

が
、
離
作
料
の
授
受
が
行
わ
れ
る
の
が
常
態
だ
と
す
る
文
献
も
あ
る
（
畔
ヰ
江
渭
）
。

裁
判
例
や
相
続
税
に
関
す
る
実
務
の
取
扱
い
を
見
て
も
（
な
巴
豆
認
罪
虹
這
幅
）
、
地
主
と
小
作
人
の
農
地
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
確

定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
第
一
に
、
離
作
料
は
多
く
と
も
土
地
の
時
価
の
五
〇
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
借
地
権
の
価
格
が
土
地
の
価
格
の
半
分
を
し
ば
し
ば
超
え
る
、
旧
借
地
法
・
借
地
借
家
法
の
適
用
さ
れ
る
場
面
と
は
異

な
る
。
農
地
の
値
上
が
り
益
は
主
と
し
て
農
地
所
有
者
に
帰
惰
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
二
に
、
農
地
法
は
も

と
も
と
自
作
農
に
よ
る
耕
作
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
小
作
人
に
い
わ
ゆ
る
耕
作
権
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
小
作
権
の
物
権
化
1

1

資
産
化
は
少
な
く
と
も
農
地
法
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
昭
和
四
五
年
の
改
正
後
も
こ
の
点
に
変
化

は
な
い
（
呼
ば
屯
佑
此
眼
●
酎
印
芯
正
）
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
離
作
料
に
関
し
て
は
、
元
原
裁
判
官
の
補
足
意
見
の
ほ
う
に
分
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。

岡
転
用
の
方
法
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

法
廷
意
見
は
続
い
て
、
固
定
資
産
税
が
土
地
か
ら
の
収
益
を
超
え
る
と
い
う
事
態
を
解
消
す
る
方
法
を
地
主
と
小
作
農
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
地
主
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
に
、
賃
貸
借
契
約
を
解
約
し
て
宅
地
化
し
て
キ
ャ
ピ
ク
ル
・
ゲ
イ
ン
を
（
お
そ
ら
く
は

譲
渡
益
あ
る
い
は
賃
料
の
形
で
）
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
賃
貸
借
契
約
を
解
約
し
て
自
作
地
と
し
て
生
産
緑
地
指
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
賃
貸
借
契
約
の
解
約
に
つ
い
て
は
農
地
法
二

0
条
二
項
二
号
あ
る
い
は
五
号
に
該
当
す
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
（
砧
‘
一
闘
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
小
作
農
に
固
定
資
産
税
の
負
担
が
転
嫁
さ
れ
た
場
合
、

「
小
作
農
に
は
そ
の
負
担
を
解
消
す
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る
方
法
が
存
在
せ
ず
、
当
該
農
地
か
ら
の
農
業
収
益
に
よ
っ
て
小
作
料
を
賄
う
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
、
小
作
農
が
離
農
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
小
作
料
不
払
に
よ
り
契
約
を
解
除
さ
れ
た
り
す
る
と
い
う
事
態
を
も
生
じ
兼
ね
な
い
」
（
翠
齢

9
。

地
主
が
負
担
し
た
と
し
て
も
、
小
作
農
に
転
嫁
し
た
と
し
て
も
、
「
小
作
農
が
離
農
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
」
契
約
が
解
除
さ
れ
た
り

す
る
の
は
同
じ
で
あ
る
。
法
廷
意
見
が
判
断
の
背
後
で
お
そ
ら
く
重
視
し
て
い
る
の
は
、
宅
地
へ
の
転
用
に
つ
い
て
地
主
、
小
作
人
の
ど

ち
ら
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
ち
ら
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
か
に
よ
っ
て
、
離
作
料
が
そ

も
そ
も
授
受
さ
れ
る
か
、
離
作
料
の
額
が
い
く
ら
に
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
（
心
紐
直
項
認
韮
汗
器
湯
虹
認
荘
●
紐
fHEm
正

翌
翠
涅
芍
）
一
后
）
。
地
主
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
宅
地
化
が
進
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
小
作
人
は
比
較
的
多
額
の
離
作
料
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。
逆
に
、
小
作
人
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
こ
と
が
進
む
な
ら
ば
、
離
作
料
は
お
そ
ら
く
支
払
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
理
由
は
、
小
作
権
、
離
作
料
と
い
っ
た
も
の
が
、
実
体
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
権
利
に
な

っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
借
地
借
家
関
係
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
い
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
権
利
の
範
囲
が
確
定
し
て
い

な
い
た
め
、
そ
れ
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
ら
な
か
っ
た
ほ
う
の
当
事
者
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
我
慢

比
べ
を
強
い
る
よ
う
な
制
度
が
非
効
率
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
農
地
法
の
意
図
に
反
し
て
離
作
料
と
い
う
慣
行
が
生
ま

れ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
や
む
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

国
生
産
緑
地
法
三
条
二
項
の
賃
借
人
の
同
意
に
つ
い
て

法
廷
意
見
は
最
後
に
、
生
産
緑
地
法
三
条
二
項
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、
生
産
緑
地
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て

の
賃
借
人
の
同
意
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

(g)
。
と
い
う
の
も
、
原
審
お
よ
び
反
対
意
見
の
―
つ
が
、
賃
借
人
が
同
意
し
な
か
っ
た
こ

と
を
理
由
に
、
宅
地
並
み
課
税
の
転
嫁
を
認
め
て
お
り
、
こ
れ
を
論
駁
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
原
審
で
は
、
小
作
人

が
同
意
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
法
二
三
条
一
項
の
要
件
へ
の
包
摂
の
段
階
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
亀
山
裁
判
官
ら
の
反
対
意
見
(
-
)
で
は
、

同
意
し
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
農
地
法
二
三
条
一
項
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
法
に
お
け
る
信
義
、
公
平
の
原
則
の
上
か
ら
、
例
外
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的
に
宅
地
並
み
課
税
に
よ
る
固
定
資
産
税
等
の
増
額
を
理
由
に
、

る
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
転
嫁
す
る
た
め
小
作
料
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

法
廷
意
見
は
要
す
る
に
、
生
産
緑
地
指
定
さ
れ
た
場
合
に
農
業
を
行
う
の
は
賃
借
人
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
人
の
同
意
す
べ
き
信
義
則
上

の
義
務
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
亀
山
裁
判
官
ら
の
反
対
意
見
で
は
、
「
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
に
よ
っ
て
土

地
の
評
価
額
が
低
く
抑
え
ら
れ
、
将
来
の
合
意
解
約
の
際
の
離
作
補
償
の
点
で
不
利
に
な
る
こ
と
を
危
ぐ
し
て
」
、

Y
l
.
5が
同
意
し
な

か
っ
た
と
認
定
し
て
い
る
（
原
審
も
同
様
で
あ
る
）
。
亀
山
裁
判
官
ら
の
反
対
意
見
が
指
摘
す
る
通
り
、
「
営
農
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
罰
則

等
の
制
裁
は
な
く
、
賃
借
人
で
あ
る
上
告
人
ら
は
、
賃
借
権
の
譲
渡
（
生
産
緑
地
法
七
条
二
項
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
市
町
村
長
の
援
助
を
も

予
定
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
）
又
は
合
意
解
約
等
に
よ
っ
て
、
賃
貸
借
関
係
を
脱
す
る
こ
と
に
よ
り
営
農
義
務
を
免
れ
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
同
意
し
な
か
っ
た
こ
と
は
信
義
則
に
反
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
営
農
義
務
が
緩
や
か
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
前
提
と
し
て
の
小
作
人
の
同
意
を
「
権
利
」
（
吠
狂
紐
店
）
と
い
う
ほ
ど
強
く
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
旺

a
:
g
t氾
江
門
紐
↑

考
え
う
る
が
、
こ
の
こ
)
0

と
に
つ
い
て
は
後
述
因

こ
こ
で
も
、
法
廷
意
見
の
背
後
に
、
宅
地
化
に
つ
い
て
地
主
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
ら
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
小
作
人
に
一
定
の
離

作
料
を
確
保
さ
せ
よ
う
と
い
う
判
断
が
あ
る
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

因
租
税
特
別
措
置
と
し
て
の
「
農
地
並
み
課
税
」

財
産
税
で
あ
る
固
定
資
産
税
の
建
前
か
ら
す
る
と
、
土
地
の
価
値
は
そ
の
機
会
費
用
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
通
常
、
時
価
す
な
わ
ち
実
際

の
取
引
価
格
に
反
映
さ
れ
る
（
叱
ノ

cこ
ICで

炉
陀
埓
土
地
が
農
地
で
あ
っ
て
も
こ
れ
は
同
じ
で
あ
っ
て
、
規
制
に
よ
っ
て
転
用
が
不
可
能
で
あ

れ
ば
別
論
、
宅
地
化
さ
れ
う
る
し
そ
れ
を
前
提
と
し
て
取
引
価
格
が
つ
く
な
ら
ば
、
そ
れ
が
課
税
標
準
と
な
る
。
固
定
資
産
税
額
が
収
益

以
下
に
収
ま
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
負
担
水
準
（
つ
ま
り
税
率
）
の
問
題
で
あ
る
（
配
脳
虹
炉
只
姜
暉

m竪
冦
”
↓
瓦
5
遠
咄
濯
四
虹
追
謬
暉
ぢ
硲
i

が
固
定
資
産
税
等
を
上
回
る
ぺ
き
と
さ
れ
て
い
る
が
、
土
地
が
最
有
効
Y
0

利
用
さ
れ
て
な
い
編
合
に
は
こ
の
こ
と
が
必
ず
し
も
成
り
立
た
な
い
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五 こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
宅
地
並
み
課
税
は
固
定
資
産
税
の
本
旨
に
従
っ
た
課
税
で
あ
っ
て
、
従
来
の
農
地
軽
課
や
生
産
緑
地
地
区
の

軽
課
こ
そ
が
、
租
税
特
別
措
置
、
す
な
わ
ち
実
質
に
お
い
て
補
助
金
な
の
で
あ
る
（
狂
繹
頂
鐸
屯
認
”
”
芦
か
ご
証
:
[
し
）
。
つ
ま
り
、
財
産
税
の

軽
課
と
い
う
形
で
農
業
へ
の
補
助
金
が
配
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
自
作
農
の
場
合
、
す
な
わ
ち
財
産
税
の
負
担
者
と
農

業
経
営
者
が
一
致
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
制
度
は
う
ま
く
機
能
す
る
。
し
か
し
、
農
業
経
営
者
と
財
産
税
の
負
担
者
が
異
な
る
場
合

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
本
件
が
ま
さ
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
制
度
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
。
一
見
迂
遠
で
は
あ
る
が
、
小
作
農
地
の
場
合

に
は
、
宅
地
並
み
課
税
を
行
い
、
転
嫁
を
認
め
た
上
で
、
当
該
農
地
に
つ
い
て
生
産
緑
地
と
し
て
の
扱
い
を
望
む
小
作
人
に
補
助
金
を
与

え
る
と
い
っ
た
し
く
み
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
議
論
を
ま
と
め
、
最
後
に
若
干
の
点
を
つ
け
加
え
た
い
。

多
数
意
見
の
結
論
に
賛
成
す
る
が
、
理
由
づ
け
に
は
多
少
疑
問
が
あ
る
。

ま
ず
、
農
地
法
二
三
条
一
項
の
文
言
か
ら
「
公
租
公
課
」
の
転
嫁
が
許
さ
れ
な
い
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ

る
。
第
一
に
、
昭
和
四
五
年
改
正
で
本
条
項
を
規
定
し
た
際
に
参
照
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
旧
借
地
法
―
二
条
一
項
の
規
定
は
、
賃
料
の
増

額
事
由
を
例
示
列
挙
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
旧
借
地
法
と
書
き
分
け
た
の
は
、
単
に
、
当
時
は
農
地
へ
の
課
税
が
極
め

て
低
廉
で
あ
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
宅
地
並
み
課
税
に
伴
っ
て
固
定
資
産
税
を
小
作
料
に
転
嫁
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
（
「
公
租
公
課
」
一
般
で
は
な
く
）
固
定
資
産

税
の
性
質
と
、
小
作
関
係
の
権
利
義
務
の
実
情
か
ら
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
固
定
資
産
税
の
性
質
は
、
財
産
税
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
固
定
資
産
の
資
産
価
値
を
課
税
標
準
と
す
る
租
税
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
的
に
は
資
産
の
価
値
を
把
握
し
て

い
る
も
の
が
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
農
地
法
は
そ
も
そ
も
小
作
人
の
権
利
を
物
権
的
な
も
の
と
し
て
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
な

か
っ
た
上
、
実
際
に
も
小
作
関
係
に
お
い
て
小
作
人
の
権
利
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
い
。
離
作
料
の
授
受
と
い
う
慣
行
が
一
部
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で
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
小
作
権
や
耕
作
権
と
い
っ
た
も
の
は
、
物
権
化
1
1

資
産
化
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
う

す
る
と
、
固
定
資
産
税
を
小
作
料
に
転
嫁
す
る
形
成
権
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
え
る
。

多
数
意
見
の
背
後
に
は
、
地
主
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
宅
地
化
を
進
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
作
人
（
本
件
で
は
戦
前
か
ら
の
小
作

人
で
あ
っ
た
）
に
離
作
料
と
い
う
形
で
土
地
の
キ
ャ
。
ヒ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
の
一
部
を
配
分
し
よ
う
と
い
う
判
断
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ど

ち
ら
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
か
に
よ
っ
て
取
り
分
が
異
な
る
の
は
、
小
作
権
な
い
し
耕
作
権
と
い
っ
た
も
の
が
実
体
法
レ
ヴ
ェ
ル
で

は
っ
き
り
と
し
た
権
利
に
な
っ
て
い
な
い
の
に
、
事
実
上
は
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

生
産
緑
地
法
三
条
二
項
の
同
意
を
小
作
人
が
し
な
か
っ
た
こ
と
は
信
義
則
に
反
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
む
し
ろ
、
農
業
経
営
へ
の

「
補
助
金
」
を
土
地
所
有
者
レ
ヴ
ェ
ル
で
与
え
て
い
る
「
農
地
並
み
課
税
」
の
矛
盾
が
露
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
意
を
与
え
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ヴ
が
な
い
し
く
み
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
や
む
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

本
件
の
背
後
に
は
、
開
発
利
益
を
土
地
所
有
者
と
小
作
人
が
取
り
あ
う
と
い
う
構
図
が
あ
る
。
し
か
し
、
離
農
へ
の
補
償
額
と
開
発
利

益
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
は
ず
で
、
（
離
農
補
償
相
当
額
を
超
え
る
）
開
発
利
益
を
都
市
近
郊
の
農
家
が
得
て
い
る
こ
と
自
体
が
そ
も
そ

も
正
当
化
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
原
因
の
―
つ
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
強
い
」
私
的
土
地
所
有
の
観
念
か
も

し
れ
な
い
(
”
只
四
翡

m蒻
類
頭
芯
翌
芥
翌
乍
．
）
。

本
判
決
に
対
す
る
評
釈
な
い
し
解
説
と
し
て
は
、
原
田
純
孝
・
法
学
教
室
二
五
三
号
―
二
五
頁
（
翠
）
）
、
小
野
秀
誠
・
判
例
評
論
五
一
四

号
一
八
四
頁
（
翠
）
）
、
山
田
二
郎
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
ニ

0
0

二
（
上
）
ニ
ニ
頁
（
翠
一
）
が
あ
る
。
な
お
、
校
正
段
階
で
、
田
山
輝
明
•
平

成
一
三
年
重
判
八
四
頁
（
話
）
に
接
し
た
。

（
本
評
釈
の
執
筆
に
あ
た
り
、
未
公
刊
判
決
の
入
手
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
判
例
民
事
法
研
究
会
に
お
け
る
議
論
に
つ

い
て
金
子
敬
明
専
任
講
師
、
小
島
立
助
手
、
滝
澤
紗
矢
子
助
手
か
ら
、
ま
た
本
稿
全
般
に
わ
た
っ
て
藤
谷
武
史
助
手
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
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